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SIOS Protection Suite for Linux リリースノート

バージョン 8.3
重要 !!

本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください。

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されています。

はじめに

このリリースノートの対象読者は、SIOS Protection Suite (SPS) for Linux製品のインストール、設定、管理を

行うユーザです。このドキュメントには、LifeKeeperおよびDataKeeperの正式マニュアルには詳細に記述されて

いない重要な情報、たとえば、製品の最終テスト時に明らかになったパッケージのバージョン、指示や手順に関

する最終段階での変更点、トラブルシューティングセクションへのリンク、製品の制限、トラブル解決のヒントなど

が記載されています。SPSソフトウェアをインストールして設定する前に、必ずこのドキュメントの内容を確認して

ください。

SPSの製品説明

LifeKeeper for Linux
LifeKeeper製品には、Linux上で動作するファイルシステム、ネットワークアドレス、アプリケーション、プロセスの

高可用性を実現する障害検出リカバリソフトウェアが含まれます。LifeKeeperは複数のサーバにまたがった特定

のアプリケーションの構成と切り替えをサポートしています。アプリケーションが構成されたサーバには優先順位が

割り当てられ、障害が複数発生した場合、この優先順位によってサーバからサーバへアプリケーションを移動す

る順序が決定されます。

LifeKeeper for Linuxは各種システムリソースをスイッチオーバ機能によって保護します。次の種類のリソースの自

動リカバリが可能です。

l プロセスとアプリケーション

l 共有ストレージデバイス

l Network Attached Storageデバイス

l LVMボリュームグループと論理ボリューム

l ファイルシステム (ext3、ext4、reiserfs、vxfs、xfs、nfs)注記 : btrfsは、現在 SIOS Protection Suite for
Linuxでサポートされていません。

l 通信リソース( TCP/IP)

l データベースアプリケーション (Oracle、MySQL、PostgreSQL、EnterpriseDB Postgres Plus Advanced
Server、EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server、Sybase)

l Webサーバリソース (Apache、Apache SSL)
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DataKeeper for Linux

l Sambaリソース (ファイル)

l DataKeeper for Linux

l SAPアプリケーション環境リソース

l Software RAID (md)リソース

l WebSphereMQリソース

l Postfix リソース

LifeKeeper for Linuxは、下記のリソースタイプに対するディザスタリカバリプロテクションを提供します。

l 共有ディスクを使用した Linux Multi-Site Cluster構成

DataKeeper for Linux
SIOS DataKeeper製品：

l ボリュームベースの同期および非同期のデータレプリケーションを提供します。

l 管理および監視のために LifeKeeper Graphical User Interfaceに統合します。

l システムリカバリ時にソースサーバとターゲットサーバの間でデータを自動的に再同期化します。

l 基礎システムコンポーネントの状態を監視し、障害時にローカルリカバリを実行します。

l 手動によるリソースの切り替えおよびミラーボリュームのフェイルオーバが可能です。

l 新機能に対応できるよう、ライセンスキーを使用して簡単にアップグレードでき、高可用のクラスタリングと

自動フェイルオーバおよびリカバリを提供できます。

SPS コンポーネント

SPS コア

SPS for Linuxがバンドルされ、64bitシステム( AMD64、EM64Tシステム)でのみ稼動しています。

SPS Core Package Clusterには次のインストール可能なパッケージが含まれます。

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper Core steeleye-lk-8.3.0-
6389.x86_64.rpm

LifeKeeperパッケージは、メモリ、CPU 、OS 、SCSIディスクサブシス

テム、ファイルシステムなどの中核システムコンポーネントに関連した

障害リカバリソフトウェアです。

DataKeeper
Core

steeleye-lkDR-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

DataKeeperパッケージはデータレプリケーション(インテントログを使

用する同期または非同期のミラー)を提供します。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper GUI steeleye-lkGUI-
8.3.0-6389.x86_
64.rpm

LifeKeeper GUIパッケージは、LifeKeeperおよびDatakeeperの管

理および健全性監視用のグラフィカルユーザインターフェースです。

SPS IP
Recovery Kit

steeleye-lkIP-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS IP Recovery Kitには、 IPアドレスの自動切り替え用のリカバリ

ソフトウェアが備わっています。

SPS Raw I/O
Recovery Kit

steeleye-lkRAW-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS Raw I/O Recovery Kitは、raw I/Oを使用してカーネルのバッ

ファリングを迂回するアプリケーションをサポートします。

LifeKeeper Man
Page

steeleye-lkMAN-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

LifeKeeperマニュアルページパッケージには、SPS製品のリファレンス

マニュアルのページが含まれています。

注記 : LifeKeeper 7.5以降には、steeleye-lkHLP rpmパッケージは含まれていません。steeleye-lkHLPが含むオ

ンラインヘルプは LifKeeper GUIから起動することが可能です。オンラインヘルプは SIOSテクニカルドキュメンテー

ション( http://docs.us.sios.com)から参照可能です。このドキュメンテーションは LifeKeeper GUIのヘルプメニュー

から起動することができます。

注記 : LifeKeeper 8.2以降には、CCISS Recovery Kit (steeleye-lkCCISS rpmパッケージ)は含まれていませ

ん。HPストレージデバイス (CCISS)をDataKeeperとともに使用し、v8.2以降にアップグレードする場合は、アッ

プグレードの前にDEVNAME device_patternファイルを設定する必要があります(DataKeeperトラブルシューティ

ングセクションを参照 )。

SPSのオプションリカバリソフトウェア

次のオプションソフトウェアは、記載してあるバージョンのアプリケーション用のリソース定義およびリカバリソフトウェ

アを提供します。

パッケージ パッケージ名 説明

SPS ApacheWeb
Server Recovery Kit

steeleye-lkAPA-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux ApacheWeb Server Recovery Kitを使用することに

より、SPS環境で ApacheWeb Serverソフトウェアの障害回復が

可能になります。

SPS SAP Recovery
Kit

steeleye-lkSAP-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux SAP Recovery Kitは、SPS環境で障害の発生し

たプライマリサーバからバックアップサーバにSAP NetWeaverを復旧

する仕組みを提供します。また、他のSPS Recovery Kits と連携

して包括的なフェイルオーバ保護を提供します。

SPS SAP MaxDB
Recovery Kit

steeleye-
lkSAPDB-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SAP MaxDB Recovery Kitを使用することにより、SPS for Linux
環境で SAP MaxDBデータベースの障害回復保護が可能になり

ますます。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS DB2Recovery
Kit

steeleye-lkDB2-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux DB2Recovery Kitを使用することにより、DB2デー

タベースインスタンスの障害回復保護が可能になります。SPS
は、DB2Universal Database製品ファミリと連携し、わずかなダウ

ンタイムで人手を介さずにデータベースサーバの障害を効果的に

復旧することにより、DB2の運用環境に高可用性をもたらしま

す。

SPS Oracle
Recovery Kit

steeleye-lkORA-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux Oracle Recovery Kit ソフトウェアを使用することによ

り、Oracleデータベースのデータ整合性とSPSによって実現される

可用性の向上を結び付ける仕組みが提供され、SPS環境の

Oracleソフトウェアの障害回復が可能になります。

SPS MySQL
Recovery Kit

steeleye-lkSQL-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux MySQLRecovery Kitを使用すると、SPSの障害 -
回復保護機能をMySQLリソースに簡単に追加できます。これに

より、プライマリデータベースサーバで障害が発生しても、人手の介

入なしに迅速に指定のバックアップサーバで復旧することが可能に

なります。

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

steeleye-
lkPGSQL-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux PostgreSQLRecovery Kitは、SQLに準拠し

た、POSTGRESをベースとするオブジェクトリレーショナルデータベー

ス管理システム (ORDBMS)です。SPS内で PostgreSQLインスタ

ンスを保護する仕組みを提供します。

SPS Sybase ASE
Recovery Kit

steeleye-
lkSYBASE-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux Sybase ASE Recovery Kitは、Sybase ASEコン

ポーネントのAdaptive Server、Monitor Server、Backup Serverに
対し、SPSによるリソース保護を提供するものです。

SPS Postfix
Recovery Kit

steeleye-
lkPOSTFIX-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux SAP Recovery Kitは、SPS環境で障害の発生し

たプライマリサーバからバックアップサーバにPostfixを復旧する仕組

みを提供します。

SPS Samba
Recovery Kit

steeleye-lkSMB-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux SambaRecovery Kitは、異種ネットワーク内の

Linuxサーバ上のSambaによるファイルと印刷の共有に対して障

害回復保護機能を提供します。これにより、プライマリSamba
サーバで障害が発生しても、人手の介入なしに迅速に指定の

バックアップサーバで復旧することが可能です。

SPS NFS Server
Recovery Kit

steeleye-lkNFS-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux NFS Server Recovery Kitは、SPS環境の

Network File System (NFS)ソフトウェアに対して障害回復保護

機能を提供します。これにより、プライマリNFSサーバで障害が発

生しても、人手の介入なしに迅速に指定のバックアップサーバで

復旧することが可能です。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS Network
Attached Storage
Recovery Kit

steeleye-lkNAS-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux Network Attached Storage Recovery Kitは、SPS
環境のNetwork File System (NFS)ソフトウェアに対して障害回

復保護機能を提供します。SPSのユーザは、エクスポートされた

NFSファイルシステムをSPS階層のストレージ基盤として使用で

きます。

SPS Logical Volume
Manager (LVM)
Recovery Kit

steeleye-lkLVM-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux Logical VolumeManager (LVM) Recovery Kitは、

他のSPS Recovery Kitに対して論理ボリュームのサポートを提供

します。SPSで保護されたアプリケーションは、ストレージ管理の簡

素化、要件変更に応じた動的なボリュームのサイズ変更な

ど、Logical VolumeManagerが提供するメリットを活用できます。

SPS Software RAID
(md) Recovery Kit

steeleye-lkMD-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux Software RAID (md) Recovery Kitは、他のSPS
Recovery Kitに対してソフトウェアRAIDのサポートを提供しま

す。SPSで保護されたアプリケーションは、低コストでのデータ冗長

化、SAN経由でのデータレプリケーション、ストレージ管理の簡素

化など、ソフトウェアRAIDが提供するメリットを活用できます。

SPS PowerPath
Recovery Kit

steeleye-
lkPPATH-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS PowerPath Recovery Kitは、EMC PowerPathマルチパス

I/Oデバイスを使用するアプリケーションを保護します。

SPS DeviceMapper
Multipath (DMMP)
Recovery Kit

steeleye-
lkDMMP-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS DeviceMapper Multipath (DMMP Recovery Kit)は、DMMP
デバイスを使用するアプリケーションおよびファイルシステムを保護し

ます。SPSはそれらのアプリケーションおよびファイルシステムと連携

し、保護を提供できるようになります。

Hitachi Dynamic
Link Manager
Software (HDLM)
Recovery Kit

steeleye-
lkHDLM-8.3.0-
6389.noarch.rpm

Hitachi Dynamic Link Manager Software (HDLM) Recovery Kit
は、Hitachi Dynamic Link Manager Softwareデバイスを使用する

アプリケーションを保護します。

SPS NEC iStorage
StoragePathSavior
(NECSPS)
Recovery Kit

steeleye-lkSPS-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS NEC iStorage StoragePathSavior (NECSPS) Recovery Kit
は、NEC iStorage StoragePathSavior v3.3以降のマルチパス I/O
デバイスを使用するアプリケーションを保護します。

SIOS DataKeeper steeleye-lkDR-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SIOS DataKeeper for Linuxは、SPS環境に統合データミラーリン

グ機能を提供します。共有および非共有のストレージ環境での

SPS リソースの運用が可能になります。
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

パッケージ パッケージ名 説明

SPSWebSphereMQ
Recovery Kit

steeleye-lkMQS-
8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS for Linux WebSphereMQRecovery Kitは、WebSphereMQ
キューマネージャおよびキューマネージャストレージサイトに対して障

害回復保護機能を提供します。これにより、プライマリ

WebSphereMQサーバやキューマネージャで障害が発生しても、

人手の介入なしに迅速にプライマリサーバや指定のバックアップ

サーバで復旧することが可能です。

注記 : このリカバリキットでは、同一サーバ上での複数バージョンの

MQ (例 : MQVersions 7.0.1 Fix Pack 6と7.1および以降のバー

ジョン)の実行をサポートしません。ただし、MQの単一インストール

内での複数のキューマネージャの保護およびmqs.ini内の

DataPathパラメータの使用についてはサポートしています。

Quorum/Witness
Package

steeleye-
lkQWK-8.3.0-
6389.noarch.rpm

SPS Quorum/Witness Packageを使用すると、クラスタを構成して

いるサーバを判断する調停役として機能するため、各ノードは障

害ノードのステータスに関して「セカンドオピニオン」を得ることができ

ます。フェイルオーバ先となることができるノードは、Witnessサーバ

が障害となったノードのステータスに関して同じ意見である場合の

み、リソース起動が許可されます。

SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

このリリース (8.3)の新機能

LifeKeeper Core

Unbreakable Enterprise Kernel
Release 3 for Oracle Linuxのサポート

/etc/default/LifeKeeperに LKSTOP_
FAILOVER_N=1を設定する

と、 lkstop -nオプションの動作

が、LifeKeeper for Linux v8.0以前と

同じ動きになります。 v8.0以前で

は、ｌkstop -nオプションを使用すると

"Shutdown Strategy"が "Do not
Swtichover Resources"でもフェイル

オーバーします。

バグの修正

Oracle バグの修正

Postfix

Postfixが全ての IPアドレスで listen
する設定をサポートしました。

複数の IPアドレスで listenする設定

をサポートしました。
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

MD バグの修正

Recovery Kit for EC2、Route 53、Openswan

Amazon EC2Cross Region構成の

サポート (詳細は、Amazon EC2
Cross Regionクイックスタートガイド を

参照してください)

このリリース (8.2.1)の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 6
Update 5のサポート

Community ENTerprise Operating
System (CentOS) Version 6 Update
5のサポート

Oracle Linux Version 6 Update 5のサ

ポート

VMware vSphere v5.5のサポート

Oracle Oracle 12c (ASMおよびpluggable
database機能除く)のサポート

PostgreSQL EnterpriseDB Postgres Plus
Advanced Server 9.3のサポート

WebSphereMQ WebSphereMQ v7.5のサポート

このリリース (8.2.0)の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 5
Update 10のサポート

Community ENTerprise Operating
System (CentOS) Version 5 Update
10のサポート

Oracle Enterprise Linux Version 5
Update 10のサポート

SLES 11 SP3のサポート

SPS SAP Recovery Kit SAP 7.4のサポート

PostgreSQL
PostgreSQL 9.3とEnterpriseDB
Postgres Plus Solutions Pack 9.3の
サポート

DB2

IBM DB2Universal Database
v10.5、 IBM DB2 Enterprise Server
Edition (ESE) v10.5、 IBM DB2
Workgroup Server Edition (WSE)
v10.5、 IBM DB2 Express Edition
v10.5のサポート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

LifeKeeper ApacheWeb Server Recovery Kit Apacheが全てのIPアドレスをリッスン

する設定をサポートしました。

Recovery Kit for EC2

Recovery Kit for EC2はAmazon
Elastic IPを制御する事で、インター

ネットからフロントエンドクラスターへの

アクセスの可用性を提供します。 ま

た、ルートテーブルを制御し、Amazon
VPC内のクライアントからバックエン

ドクラスター上のLifeKeeperが保護す

る仮想 IPアドレスへの到達性を確保

します。

LifeKeeper Core バグの修正。

DataKeeper バグの修正。

Postfix バグの修正。

バージョン (8.1.3)の新機能

DataKeeper バグの修正。

バージョン (8.1.2)の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 5
Update 9およびVersion 6 Update 4
のサポート。

Community ENTerprise Operating
System( CentOS) Version 5 Update
9およびVersion 6 Update 4のサポー

ト。

Oracle Enterprise Linux Version 5
Update 9のサポート。

Oracle Linux Version 6 Update 3およ

びVersion 6 Update 4のサポート。

バグの修正。

DataKeeper

新しい mirror_resizeコマンド

は、リソースを削除して再作成せずに

DataKeeperミラーのサイズを変更す

る機能をサポートします。

既存のmirror_actionコマンド

は、オプションのsource引数と target
引数をサポートするようになりました。

バグの修正。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

PostgreSQL
EnterpriseDB Postgres Plus
Advanced Server 9.2のサポート。

バグの修正。

MySQL MySQL Version 5.6のサポート。

Sybase Sybase ASE Version 15.7のサポー

ト。

NFS バグの修正。

Samba バグの修正。

バージョン 8.1.1の新機能

LifeKeeper Core

PAM (Pluggable Authentication
Module)を使用したGUI認証ユーザ

は、システムが使用するのと同じユー

ザデータベースに対して認証されるよ

うになりました。権限レベルは、グルー

プメンバシップに基づいて割り当てられ

ます。

注記 : lkpasswdコマンドは

LifeKeeper GUIのユーザのパスワード

と権限を管理しなくなりました。

RedHat Enterprise Linux Version 6
Update 3のサポート。

Community ENTerprise Operating
System( CentOS) Version 6 Update
3のサポート。

バグの修正。

DB2

IBM DB2Universal Database
v10.1、 IBM DB2 Enterprise Server
Edition (ESE) v10.1、 IBM DB2
Workgroup Server Edition (WSE)
v10.1、 IBM DB2 Express Edition
v10.1のサポート

ログフォーマットの改善および整理統

合。

バグの修正。

PostgreSQL

PostgreSQL 9.2およびEnterpriseDB
Postgres Plus Solutions Pack 9.2の
サポート

バグの修正。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

MD、DataKeeper、Oracle、およびPostfix バグの修正。

Apache、LVM、 IP、MySQL、MQ、NAS、NFS、Samba、SAP、SAP
MaxDB、およびSybase

パッケージ名の変更によるバージョン

番号の増加のみ。

バージョン 8.1の新機能

LifeKeeper Core

SUSE SLES 11 SP2のサポート。

LifeKeeperの初期化の標準化

SPS Recovery Kitsの対話メニュー

形式のインストールおよび自動インス

トール.オプションのSPS Recovery Kit
を含め、SPS for Linux ソフトウェア

は、単一のイメージファイル (sps.img)
に含まれています。以前は、各リカバ

リキットは、個別のイメージファイルか

らインストールされていました。現在

は、Coreのインストール時に、提供さ

れているリカバリキットの総合的な最

新リストが選択可能な状態で表示さ

れ、そのままインストールすることができ

ます。

一般的なメンテナンス

DataKeeper 一般的なメンテナンス

DMMP
ログフォーマットの拡張および整理統

合。

一般的なメンテナンス

PostgreSQL

PostgreSQL 9.1、EnterpriseDB
Postgres Plus Solutions Pack
9.1、EnterpriseDB Postgres Plus
Advanced Server 9.1のサポート

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

WebSphereMQ

/etc/default/LifeKeeperの

設定による amqiclenの選択的な

実行。

QueueManagerによるCommand
Serverの選択的な起動。

DataPath変数を使用して保護する

ファイルシステムパスを判断。

amqiclenの実行を遅延させる設

定。

amqiclenにコマンド引数を指定す

る設定。

Command Serverに対する独立した

保護レベル。

バージョン 8の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 5
Update 8のサポート。

RedHat Enterprise Linux Version 6
Update 2のサポート。

Oracle Enterprise Linux Version 5
Update 8のサポート (非 UEKカーネ

ル)。

Community ENTerprise Operating
System( CentOS) Version 6 Update
2のサポート。

サブシステムのログ機能の強化

( syslog、syslog-ngおよび rsyslogの
ログを一元的に記録、イベントごとに

一意のメッセージ ID、システム管理

ツールによる構文解析を容易にする

ための一貫したログ記録フォーマッ

ト )。

新しい検索可能な メッセージカタログ

(必要に応じて、エラーコードの原因

および問題を解決するために必要な

処置について詳しい説明を提供 )。

簡単なインストール(単一のイメージ

ファイルを使用 )。

一般的なメンテナンス

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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バグの修正

製品 機能

Oracle

パフォーマンスおよび拡張性の向上。

作成および拡張アクションのパフォー

マンスの向上。

LifeKeeper Single Server Protection
でのルートファイルシステム上での

Oracle階層の作成機能および

listener.oraやoratabのカスタ

ムパスの定義機能などの拡張機

能。

ログフォーマットの改善および整理統

合。

一般的なメンテナンス

バグの修正

下記は、最新のバグの修正および拡張機能のリストです。

バグ 説明

3366 Oracle Listenerリソースの開始 /停止の際にエラーログが出力される

3812 umaskを 077に変更し LifeKeeperを再起動すると、 /etc/default/LifeKeeperファイルのパーミッション

が600に変更される

3830 MD RK:縮退状態になった場合にSNMP Trapを発行しない

7006 カスケーディングリカバリー時 'Confirm Failover'設定が正しく動作しない

7037 test_lk コマンドの一般的なメンテナンス

7038 LifeKeeperの各デーモン起動時に出力されるログメッセージに一貫性が無い

システム要件

SPSの製品要件

SPS for Linuxは「Linux Configuration table」 に示す最低要件を満たすすべてのLinuxプラットフォームでサポー

トされます。サポート対象のオペレーティングシステム、アプリケーション、仮想化環境については、SPSサポート

マトリックスを参照してください。

注記 : Linuxサーバ上のSPS とSPS forWindowsは、同時には使用できません。

説明 要件

Linuxオペレーティ

ングシステム

個々のオペレーティングシステム情報については、「Linux Configuration table」 を参照し

てください。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

説明 要件

仮想環境

仮想マシン内で起動するゲスト OSがLinux Configuration Tableに記載されているサ

ポート対象のバージョンのうちの1つである限り、SPS for Linuxはハイパーバイザーに依

存しないように設計されています。以下の仮想環境は SIOS Protection Suite for Linux
が展開されている場合の例です。

l Citrix XenServer v5以降
l KVM
l Oracle Virtual Machine( OVM)
l VMware vSphere v4、v4.1、v5、v5.1、および v5.5
l Amazon EC2

設定要件および制限の詳細については、LifeKeeper for Linux in VMware ESX Server
Virtual Machines, Configuration Guidelinesを参照してください。

ファイバーチャンネルSANおよび共有 SCSI クラスタ設定は、KVMおよびCitrix
XenServer仮想マシン上で動作するSPS for Linuxをサポートしません。

メモリ

SPSをサポートするシステムの最小メモリ要件は 512MBです。これは SPSがサポートす

る Linuxディストリビューションが必要とする最低限の容量です。システムのメモリは SPS
が保護するシステム上で動作するアプリケーションに対してサイジングする必要がありま

す。詳細については、アプリケーション設定を参照してください。

ディスク容量

SPS Package Clusterに必要なディスク容量は次のとおりです。  

/opt –約 100000～ 105000 (1024バイト )ディスクブロック (インストールする

キットに依存します)

/ –約 110000( 1024バイト )ディスクブロック

オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

次の表は、オプションのSPS リカバリソフトウェアのソフトウェア要件を示しています。  

SPSが保護するアプリケーションに適用される追加の要件や制限については、アプリケーション設定を参照して

ください。

製品 要件

SPS ApacheWeb Server
Recovery Kit

ApacheWeb Server v2、v2.2、v2.4

SAP Recovery Kit SAP v7 Enhancement Package 1および2、SAP v7.1およびSAP v7.3

SPS NFS Server Recovery Kit v8.1

SPS Network Attached Storage Recovery Kit v8.1

SPS SAP MaxDB
Recovery Kit

SAP MaxDB v7.5、v7.6、v7.7、v7.8

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

製品 要件

SPS Postfix Recovery
Kit

Postfix ソフトウェアは、それぞれのサーバにサポートされた Linuxディストリビュー

ションをインストールし、設定します。同じバージョンのPostfixが、それぞれのサー

バにインストールされる必要があります。

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS Oracle Recovery Kit Oracle Standard EditionおよびEnterprise Edition v10g R2、v11g、v11g
R2、v12c

Oracle Standard Edition One v10g R2、v11g、v11g R2、v12c

SPS DB2Recovery Kit IBM DB2Universal Database v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2 Enterprise Server Edition (ESE) v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2Workgroup Server Edition (WSE) v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2 Express Edition v9、v9.5、v9.7、v10.1

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS NFS Server Recovery Kit v5.1以降 (マルチパーティションを持つDB2 EEE
用およびDB2 ESE用のみ)

SPS MySQLRecovery
Kit

MySQLおよびMySQLEnterprise v5.1、v5.5、v5.6

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

PostgreSQL v8.3、v8.4、v9、v9.1、v9.2、v9.3

EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server v8.4および v9

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server v8.3、v8.4、v9.1、v9.2、v9.3

EnterpriseDB Postgres Plus Solutions Pack v9.1、v9.2および v9.3

SPS Sybase ASE
Recovery Kit

Sybase ASE 15.5および15.7

SPS SambaRecovery
Kit

サポート対象のLinuxディストリビューションに付属の標準 sambaファイルサービス

SPS NFS Server
Recovery Kit

Linux kernel version 2.6以降

NFS ServerおよびクライアントパッケージがSLESシステム上にインストールされて

いる必要があります。

SPS Network Attached
Storage Recovery Kit

NFSサーバまたはNASデバイスv2、v3、v4からマウントされたNFSファイルシス

テムのNFSバージョン

SPS Logical Volume
Manager (LVM) Recovery
Kit

Linux Logical VolumeManager (LVM)バージョン 1または 2のボリュームグループ

および論理ボリューム

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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クライアントのプラットフォームとブラウザ

製品 要件

SPS Software RAID (md)
Recovery Kit

mdに基づくソフトウェアRAIDデバイス

注記 : MD Recovery Kitは、SIOS DataKeeperと併用することはできません。

EMC PowerPath 2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューション

PowerPath Kit v6.4.0-2：PowerPath for Linux v5.3またはそれ以降

PowerPath Kit v6.4.0-2以前 :PowerPath for Linux v4.4、v4.5、v5、v5.1

Red HatおよびSLESでは sg3_utils rpmが必要です

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

DeviceMapper Multipath
(DMMP)

2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューションmultipath tools 0.4.5以降

RedHatおよびSLESでは sg3_utils rpmが必要です

Hitachi Dynamic Link
Manager Software
(HDLM)

日立 HDLMのマルチパス I/O設定 を参照してください。
RedHatおよびSLESではsg3_utils rpmが必要です。

NEC iStorage Storage
Path Savior (NECSPS)

iStorage StoragePathSavior for Linux v3.3以降

RHEL5
RHEL6

SPS driver package( RHEL4もしくはRHEL5)

Red HatおよびSLESでは sps-L、sps-S、sps-E、sg3_utils rpmが必要です

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

WebSphereMQリソース WebSphereMQ v6、v7、v7.1および7.5

注記 : このリカバリキットでは、同一サーバ上での複数バージョンのMQ (例 : MQ
Versions 7.0.1 Fix Pack 6と7.1以降のバージョン)の実行をサポートしません。た

だし、MQの単一インストール内での複数のキューマネージャの保護および

mqs.ini内のDataPathパラメータの使用についてはサポートしています。

Quorum/Witness
Package

quorum/witnessモードのクラスタに参加するすべてのノード (witness専用のノー

ドを含む)には、Quorum/Witness Server Support Package for SPSをインストー

ルする必要があります。

クライアントのプラットフォームとブラウザ

SPS webクライアントは、Java Runtime環境 JRE 6, JRE 7 update 45までをサポートするすべてのプラットフォー

ムで動作します。現在サポートされている構成は、JRE 6、JRE 7 update 45までを使用した Linux、Windows
2000、Windows Server 2003、Windows 2008 R2、Windows XP、Windows 7、Windows Vista上の

Firefox、 Internet ExplorerおよびChromeです。 その他の最近のプラットフォームやブラウザは SPS webクライア

ントで動作する可能性がありますが、SIOS Technology Corpでは、それらの環境でのテストをしていません。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート

Page 15



インストールおよび構成

クラスタで、クライアントマシンの、hosts ファイルのすべてのホスト名とアドレスを明確にする必要があります(通常

は /etc/hostsまたはC:\windows\system32\drivers\etc\hostsにあります)。それは、クライアントの接続時間を

最小にし、 DNS停止時であっても接続することを可能とします。

インストールおよび構成

インストールおよび構成の詳しい情報については、SIOS Protection Suiteインストレーションガイド を参照してく

ださい。

アップグレード

LifeKeeperは、LifeKeeper Version 8.1.xおよびVersion 8.2.xからVersion 8.3にアップグレードすることができま

す。これらより前のバージョンからアップグレードする場合、それまでのバージョンをアンインストールし、SIOS
Protection Suite for Linuxを再インストールする必要があります。それまでのバージョンをアンインストールしないで

v8.3へアップグレードしたい場合には、一度 8.1.xまたは 8.2.xにアップグレードした後、さらに 8.3にアップグレー

ドする方法をとることもできます。

ストレージとアダプタのオプション

共有ストレージ設定において SPSが現在サポートしているディスクアレイストレージモデルやアダプタ、およびそれ

らの認定の種類の一覧については、ストレージとアダプタのオプショントピックを参照してください。それらのアレイお

よびアダプタのドライババージョンやその他の設定要件の詳細については、ストレージとアダプタの設定トピックに

記載されています。  

テクニカルノート

SPS環境に関連した構成および動作上の問題点についてテクニカルノートをお読みになることを強くお勧めし

ます。

pdkshの場所の変更

8.1より前のバージョンのSPSのセットアップスクリプトによってインストールされた pdkshの場所が移動されまし

た。pdkshは以前は /usr/bin/kshに置かれていました。現在は、/opt/LifeKeeper/bin/kshに置か

れています。SPSのセットアップによってインストールされた pdkshバージョンに依存する顧客の書いたスクリプト

(/usr/bin/ksh)はすべて、新しいパスに反映させるよう修正する必要があります。

既知の問題

SIOS Protection Suite for Linuxテクニカルドキュメンテーションのトラブルシューティングセクションの既知の問題と

制限と、DataKeeperトラブルシューティングセクションを参照してください。
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